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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

 きのこ類の新たな需要拡大を目指し、薬理効果が期待されるコフキサルノコシカケ、マゴジャク

シ、ハナサナギタケ（冬虫夏草）栽培法の開発を行った。

（１） コフキサルノコシカケの人工栽培

 コナラを用いた原木栽培法および菌床栽培法を開発した。菌床栽培においては、含水率を約

64％に調製した広葉樹木粉－フスマ培地（風乾重量比10：１）をフィルター付PP袋に１kg充填し殺

菌した培地に木粉種菌を接種し、約100日で子実体が収穫できる。本菌は、30～35℃でも菌糸伸

長が旺盛な特徴を有するため、夏場の自然培養に適する。したがって、夏場の経営を補完する意

味でナメコ空調栽培における夏季代替品目として菌床栽培の利用が期待される。

（２） マゴジャクシの人工栽培

 15cm程度の長さに玉切りしたアカマツ短木を、短木重量に対し生米糠５％、グルコース0.2％添

加した98℃の熱水で３時間煮沸処理することにより、子実体形成が見られた。また、スギ木粉を

培地基材とした菌床栽培においても子実体が形成された。本菌の樹種特異性を生かし、マツクイ

ムシ被害木、およびスギ間伐材の有効利用が期待される。

（３） ハナサナギタケ（冬虫夏草）の大量培養法と母菌の安定供給法

 既に当所で人工栽培法を確立した冬虫夏草は、実用化のための大量培養法として、縦210mm、

横170mm、深さ30mmのステンレストレイに蚕の乾燥蛹100gと水200mlを充填し、フィルター付きＰ

Ｐ袋で包んだ培地を用いる栽培法を開発した。また、母菌の劣化の課題は、－85℃で保存した菌

糸体または栽培子実体の分生胞子を接種源として次々と使用する方法の開発により、母菌の安

定供給が可能になった。

２ 期待される効果

食用以外のきのこ類の需要が喚起され、新たな産地化が期待される。

３ 適用範囲

県内全域のきのこ生産者。

４ 普及上の留意点

 技術の普及にあたっては販売先の確保が必要と考えられる。さらに、栽培の定着化にあたって

は、機能性についての科学的分析評価が必要となる。
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